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平成２７年度補正予算概要（中国地方整備局関係） 

１． 基本的な考え方 

平成２７年度国土交通省関係補正予算については、「一億総

活躍社会の実現に向けて緊急に実施すべき対策」、「総合的な

ＴＰＰ関連政策大綱」に盛り込まれた施策に加え、災害復旧そ

の他緊急に必要な対応を行うための所要の経費及び公共事業

の契約の前倒しとしての国庫債務負担行為（ゼロ国債）が計上

されたところである。 

なお、補正予算の執行に当たっては、地域における公共工事

の品質確保やその担い手の中長期的な確保・育成に配慮しつ

つ、円滑な施工の確保や予算の早期執行に万全を期する。 

このため、最新の労務単価等の適用による予定価格の適正な

設定、地域企業の活用に配慮しつつ適切な規模での発注等によ

る人材の効率的活用、適切な工期の設定及び入札契約手続きの

効率化の徹底等を推進するとともに、早期発注を通じた施工時

期の平準化などを含む「i-Construction」の推進を図る。 

 

２． 配分方針 

平成２７年度中国地方整備局関係補正予算については、災害

復旧その他緊急に必要な対応を行うための所要の経費及び公

共事業の契約の前倒しとしての国庫債務負担行為（ゼロ国債）

が計上されたところである。 

配分に当たっては、地域の実情や地方公共団体の要望等を勘

案しつつ、高い緊急性と効果が認められる事業に配分を行うこ

ととする。 
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３． 配分対象事業費                
 中国地方整備局関係補正予算（配分額） 385 億円  

                                   

＜内 訳＞  

◆災害復旧・防災減災事業への対応  232 億円  

 ○公共土木施設等の災害復旧等 
平成 27 年発生に係る台風、豪雨等により被害を受けた公共土木施

設等の災害復旧等。 

 ○自然災害リスクを踏まえた緊急防災対策  

➀河川等の緊急防災事業 

平成２７年９月関東・東北豪雨等により発生した水害・土砂災害を

踏まえ、人命被害や国民の生活に大きな支障が生じるおそれのある地

域において、安全・安心を確保するため、緊急的に対策を実施。 

 

②道路の緊急防災事業 

豪雨等による自然災害リスクを回避するため、災害時の安定的な道

路交通を支える代替路等の整備を推進。 

 

③港湾の緊急防災事業 

平成２７年９月関東・東北豪雨をもたらした台風１８号等により被

災が生じた港湾施設等の緊急対策を実施。 

 

④総合的な緊急防災事業（防災・安全交付金） 

 平成２７年９月関東・東北豪雨等を踏まえた水害・土砂災害対策、

災 害 時 の 安 定 的 な 道 路 交 通 を 支 え る 代 替 路 等 の 整 備 等 の 地 方 公 共団

体が実施する事業に対して、総合的な支援を実施。 

 

＜主な事業箇所＞ 

・斐伊川一般河川改修事業【島根県・直轄】  

 

・吉井川・旭川・高梁川一般河川改修事業【岡山県・直轄】 

 

・山陰道 鳥取西道路【鳥取県・直轄】 

 

・一般国道 313 号 倉吉関金道路【鳥取県・補助】 

 

・一般国道 2 号 東広島バイパス【広島県・直轄】 

 

・主要地方道 吉田豊栄線【広島県・補助】 

 

・山口１９１号防災・震災対策【山口県・直轄】 

 

・河下港国内物流ターミナル整備事業【島根県・補助】  
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◆国庫債務負担行為（ゼロ国債）    154 億円 
    公共事業の発注平準化措置として、いわゆるゼロ国債（当該年度の支

出はゼロであるが、年度内に契約発注が可能）により効率的な執行を

促進。 

 

＜主な事業箇所＞ 

・皆生海岸直轄海岸 海岸保全施設整備事業【鳥取県・直轄】 

 

・広島西部山系直轄特定緊急砂防事業【広島県・直轄】 

 

・山陰道 多伎・朝山道路【島根県・直轄】 

 

・一般国道２号 安芸バイパス【広島県・直轄】 

 

・山陰道 長門・俵山道路【山口県・直轄】 

 

・広島市街地の高潮対策事業【広島県・直轄】 

 

・徳山下松港国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業【山口県・直轄】  等 
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４．平成２７年度補正予算　中国地方整備局事業計画概要

（１）一般公共事業費及び国庫債務負担行為（ゼロ国債）
【事業費】 （単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

　　治　　水 3,757 459 4,217 2,901 1,615 4,516 6,658 2,074 8,733

直　　轄 3,757 459 4,217 2,901 1,615 4,516 6,658 2,074 8,733

補　　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　海　　岸 0 0 0 696 0 696 696 0 696

直　　轄 0 0 0 696 0 696 696 0 696

補　　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　道　　路 6,612 640 7,252 2,820 4,882 7,702 9,432 5,522 14,954

直　　轄 3,027 640 3,667 2,820 4,882 7,702 5,847 5,522 11,369

補　　助 3,585 0 3,585 0 0 0 3,585 0 3,585

　　港湾整備 160 360 520 2,331 0 2,331 2,491 360 2,851

直　　轄 160 0 160 2,331 0 2,331 2,491 0 2,491

補　　助 0 360 360 0 0 0 0 360 360

　　空港整備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直　　轄 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　市街地整備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

補　　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　都市水環境整備 0 0 0 0 120 120 0 120 120

直　　轄 0 0 0 0 120 120 0 120 120

補　　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

補　　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　国営公園等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直　　轄 0 0 0 0 0 0 0 0 0

補　　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　社会資本総合整備総合交付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

補　　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　防災・安全交付金 11,166 0 11,166 0 0 0 11,166 0 11,166

補　　助 11,166 0 11,166 0 0 0 11,166 0 11,166

一 般 公 共 計 21,695 1,459 23,155 8,748 6,617 15,365 30,443 8,076 38,520

直　　轄 6,944 1,099 8,044 8,748 6,617 15,365 15,692 7,716 23,409

補　　助 14,751 360 15,111 0 0 0 14,751 360 15,111

　　官庁営繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直　　轄 0 0 0 0 0 0 0 0 0

災害復旧費等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

直　　轄 0 0 0 0 0 0 0 0 0

補　　助 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 21,695 1,459 23,155 8,748 6,617 15,365 30,443 8,076 38,520

直　　轄 6,944 1,099 8,044 8,748 6,617 15,365 15,692 7,716 23,409

補　　助 14,751 360 15,111 0 0 0 14,751 360 15,111

　　　※計数はそれぞれ四捨五入しているため端数において合計とは一致しないものがある。

　　　※港湾及び海岸（港湾分）には、下関市関係を含まない。

　　　※本省配分とは本省において全国的な観点から箇所付けを行うもの

　　　※一括配分とは本省配分以外の事業について、地方整備局が管轄区域内において主体的に箇所付けを行うもの

　　　※社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金に配分されている事業費は、配分する国費をもとに推計したものである。

区　　分
国庫債務負担行為（ゼロ国） 合　　　　計災害復旧・防災減災事業への対応
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（２）補助事業　県別内訳表 (事業費ベース 単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海 岸 0 0 0 0 0 0 0 0 0

道 路 1,720 0 1,720 0 0 0 1,720 0 1,720

港 湾 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市 街 地 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都 市 水 環 境 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

防災・安全交付金 1,084 0 1,084 0 0 0 1,084 0 1,084

災 害 復 旧 費 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 2,804 0 2,804 0 0 0 2,804 0 2,804

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海 岸 0 0 0 0 0 0 0 0 0

道 路 0 0 0 0 0 0 0 0 0

港 湾 整 備 0 360 360 0 0 0 0 360 360

市 街 地 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都 市 水 環 境 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

防災・安全交付金 1,217 0 1,217 0 0 0 1,217 0 1,217

災 害 復 旧 費 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 1,217 360 1,577 0 0 0 1,217 360 1,577

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海 岸 0 0 0 0 0 0 0 0 0

道 路 1,110 0 1,110 0 0 0 1,110 0 1,110

港 湾 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市 街 地 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都 市 水 環 境 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

防災・安全交付金 2,081 0 2,081 0 0 0 2,081 0 2,081

災 害 復 旧 費 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 3,191 0 3,191 0 0 0 3,191 0 3,191

災害復旧・防災減災事業への対応

岡　山　県

災害復旧・防災減災事業への対応 国庫債務負担行為（ゼロ国） 合計

災害復旧・防災減災事業への対応

鳥　取　県

国庫債務負担行為（ゼロ国） 合計

国庫債務負担行為（ゼロ国） 合計

島　根　県
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(事業費ベース 単位：百万円）

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海 岸 0 0 0 0 0 0 0 0 0

道 路 755 0 755 0 0 0 755 0 755

港 湾 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市 街 地 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都 市 水 環 境 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

防災・安全交付金 4,735 0 4,735 0 0 0 4,735 0 4,735

災 害 復 旧 費 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 5,490 0 5,490 0 0 0 5,490 0 5,490

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海 岸 0 0 0 0 0 0 0 0 0

道 路 0 0 0 0 0 0 0 0 0

港 湾 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市 街 地 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都 市 水 環 境 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

防災・安全交付金 2,048 0 2,048 0 0 0 2,048 0 2,048

災 害 復 旧 費 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 2,048 0 2,048 0 0 0 2,048 0 2,048

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

治 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海 岸 0 0 0 0 0 0 0 0 0

道 路 3,585 0 3,585 0 0 0 3,585 0 3,585

港 湾 整 備 0 360 360 0 0 0 0 360 360

市 街 地 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都 市 水 環 境 整 備 0 0 0 0 0 0 0 0 0

下 水 道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

国 営 公 園 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社会資本整備総合交付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

防災・安全交付金 11,166 0 11,166 0 0 0 11,166 0 11,166

災 害 復 旧 費 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 14,751 360 15,111 0 0 0 14,751 360 15,111

広　島　県

災害復旧・防災減災事業への対応 国庫債務負担行為（ゼロ国） 合計

山　口　県

災害復旧・防災減災事業への対応 国庫債務負担行為（ゼロ国） 合計

合　　計

災害復旧・防災減災事業への対応 国庫債務負担行為（ゼロ国） 合計
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５.主要事業箇所
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事業名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

千代川一般河川改修事業（徳吉地区） 河川 直轄 － 河-1

斐伊川一般河川改修事業（大橋川地区） 河川 直轄 － 河-4

江の川下流一般河川改修事業（八神地区） 河川 直轄 － 河-5

吉井川・旭川・高梁川一般河川改修事業（高潮対策） 河川 直轄 － 河-6

芦田川一般河川改修事業（新市地区） 河川 直轄 － 河-7

広島市街地の高潮対策事業 河川 直轄 － 河-8

佐波川一般河川改修事業（堀地区） 河川 直轄 新規着手 河-10

危機管理型ハード対策 河川 直轄 新規着手 河-11

河川維持修繕事業 河川 直轄 － 河-12

山陰道　鳥取西道路 道路 直轄 H29完成予定※1
（吉岡温泉IC（仮称）～青谷IC）

道－2

一般国道３１３号　倉吉道路
一般国道３１３号　倉吉関金道路

道路 補助 鳥取県 － 道－3

島根５４号　防災・震災対策 道路 直轄 － 道－4

山陰道　三隅・益田道路 道路 直轄 － 道－6

一般国道２号　玉島・笠岡道路（Ⅱ期） 道路 直轄 － 道－8

一般国道２号　東広島バイパス 道路 直轄 － 道－11

主要地方道　吉田豊栄線 道路 補助 広島県 － 道－12

山口１９１号　防災・震災対策 道路 直轄 － 道－13

一般国道２号　岩国・大竹道路 道路 直轄 － 道－14

浜田港防波堤（新北）整備事業 港湾 直轄 － 港－３

河下港国内物流ターミナル整備事業 港湾 補助 島根県 － 港－４

事業名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

皆生海岸　直轄海岸保全施設整備事業 河川 直轄 － 河-2

斐伊川総合水系環境整備事業（中海 米子湾エリア） 河川 直轄 － 河-3

吉井川・旭川・高梁川一般河川改修事業（高潮対策） 河川 直轄 － 河-6

広島西部山系直轄特定緊急砂防事業 河川 直轄 － 河-9

河川維持修繕事業 河川 直轄 － 河-12

鳥取９号　老朽化対策 道路 直轄 － 道－1

山陰道　鳥取西道路 道路 直轄
H29完成予定※1
（吉岡温泉IC（仮称）

～青谷IC）
道－2

山陰道　多伎・朝山道路 道路 直轄
H30完成予定※2

（多伎IC（仮称）
～朝山IC（仮称））

道－5

岡山２号　防災・震災対策 道路 直轄 － 道－7

岡山５３号交差点改良等（岡大入口交差点改良） 道路 直轄 － 道－9

広島２号　老朽化対策 道路 直轄 － 道－10

一般国道２号　安芸バイパス 道路 直轄 － 道－11

山陰道　長門・俵山道路 道路 直轄 H31完成予定 道－15

鳥取港防波堤整備事業 港湾 直轄 － 港－１

境港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 Ｈ２８完成予定 港－２

水島港国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ･臨港道路整備事業 港湾 直轄 Ｈ２８完成予定（部分） 港－５

広島港ふ頭再編改良事業 港湾 直轄 － 港－６

尾道糸崎港国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業 港湾 直轄 － 港－７

広島市街地の高潮対策事業 港湾 直轄 － 港－８

徳山下松港国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業 港湾 直轄 － 港－９

宇部港航路・泊地整備事業 港湾 直轄 － 港－１０

主要事業箇所一覧

○ 災害復旧・防災減災事業への対応

　　　　　　　　　　　　　　　　※1　用地取得が速やかに完了し、鳥取県による埋蔵文化財調査が平成27年度迄に完了する場合。

　　　　　　　　　　　　　　　　※1　用地取得が速やかに完了し、鳥取県による埋蔵文化財調査が平成27年度迄に完了する場合。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※2　用地取得及び猛禽類保全対策等が速やかに完了する場合。

○ 国庫債務負担行為（ゼロ国債）
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○河川事業
事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

千代川一般河川改修事業（徳吉地区） 河川 直轄 － 河-1

皆生海岸　直轄海岸保全施設整備事業 河川 直轄 － 河-2

斐伊川総合水系環境整備事業（中海 米子湾エリア） 河川 直轄 － 河-3

斐伊川一般河川改修事業（大橋川地区） 河川 直轄 － 河-4

江の川下流一般河川改修事業（八神地区） 河川 直轄 － 河-5

吉井川・旭川・高梁川一般河川改修事業（高潮対策） 河川 直轄 － 河-6

芦田川一般河川改修事業（新市地区） 河川 直轄 － 河-7

広島市街地の高潮対策事業 河川・港湾 直轄 －
河－８
港－８

広島西部山系直轄特定緊急砂防事業 河川 直轄 － 河-9

佐波川一般河川改修事業（堀地区） 河川 直轄 新規着手 河-10

危機管理型ハード対策 河川 直轄 新規着手 河-11

河川維持修繕事業 河川 直轄 － 河-12

○道路事業
事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

鳥取９号　老朽化対策 道路 直轄 － 道－1

山陰道　鳥取西道路 道路 直轄
H29完成予定※1
（吉岡温泉IC（仮称）

～青谷IC）
道－2

一般国道３１３号　倉吉道路
一般国道３１３号　倉吉関金道路

道路 補助 鳥取県 － 道－3

島根５４号　防災・震災対策 道路 直轄 － 道－4

山陰道　多伎・朝山道路 道路 直轄
H30完成予定※2

（多伎IC（仮称）
～朝山IC（仮称））

道－5

山陰道　三隅・益田道路 道路 直轄 － 道－6

岡山２号　防災・震災対策 道路 直轄 － 道－7

一般国道２号　玉島・笠岡道路（Ⅱ期） 道路 直轄 － 道－8

岡山５３号交差点改良等（岡大入口交差点改良） 道路 直轄 － 道－9

広島２号　老朽化対策 道路 直轄 － 道－10

一般国道２号　安芸バイパス・東広島バイパス 道路 直轄 － 道－11

主要地方道　吉田豊栄線 道路 補助 広島県 － 道－12

山口１９１号　防災・震災対策 道路 直轄 － 道－13

一般国道２号　岩国・大竹道路 道路 直轄 － 道－14

山陰道　長門・俵山道路 道路 直轄 H31完成予定 道－15

○港湾・空港整備事業
事　　業　　名 事業 直轄or補助 事業主体 完成予定年度等 番号

鳥取港防波堤整備事業 港湾 直轄 － 港－１

境港国際物流ターミナル整備事業 港湾 直轄 Ｈ２８完成予定 港－２

浜田港防波堤（新北）整備事業 港湾 直轄 － 港－３

河下港国内物流ターミナル整備事業 港湾 補助 島根県 － 港－４

水島港国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ･臨港道路整備事業 港湾 直轄 Ｈ２８完成予定（部分） 港－５

広島港ふ頭再編改良事業 港湾 直轄 － 港－６

尾道糸崎港国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業 港湾 直轄 － 港－７

広島市街地の高潮対策事業 河川・港湾 直轄 －
河－８
港－８

徳山下松港国際物流ﾀｰﾐﾅﾙ整備事業 港湾 直轄 － 港－９

宇部港航路・泊地整備事業 港湾 直轄 － 港－１０

事業別一覧表

　※1 用地取得が速やかに完了し、鳥取県による埋蔵文化財調査が平成27年度迄に完了する場合。

※2 用地取得及び猛禽類保全対策等が速やかに完了する場合。
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千代川一般河川改修事業

（徳吉地区）

河-１

事業推進

４．期待される整備効果

当該地区は、固定堰による洪水時の水位のせき上げや流下断面の不足により、流下能力が不足し

ているとともに、堤防詳細点検の結果、堤防の浸透に対する安全性が不足しています。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組

の一環として、河道掘削および堤防の浸透対策を緊急的に行い、治水安全度の向上を図ります。

広島県
岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

河川整備計画の目標である昭和５４年１０月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合においても、
浸水被害の防止が図られます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市河原町佐貫地先

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

千代川徳吉地区において、河道掘削Ｖ＝３，０００ｍ３、堤防の浸透対策Ｌ＝４００ｍを実施します。

せんだいがわ

●災害復旧・防災減災事業への対応

事業費169百万円

と く よ し

※千代川水系全体

浸透対策Ｌ＝400m

河道掘削Ｖ＝3,000m3

千
代
川

とっとり かわはらちょう さぬき
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皆生海岸直轄海岸保全施設整備事業 河-２
か い け

事業費321百万円（ゼロ国債）

皆生海岸は、「かんな流し」の衰退等に伴い日野川からの流出土砂が減少したことから著しい海岸

侵食が生じています。背後には皆生温泉や住宅密集地があり、国道４３１号線沿いには家屋や商業

店が多数進出し人口も増加していることから、砂浜を保全するために沖合施設の設置や養浜を実施

しています。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県米子市皆生地先～境港市佐斐神町地先

３．平成２７年度（補正） 予定事業内容

皆生海岸の侵食対策として、両三柳地区において沖合施設(離岸堤)１基を設置します。

土砂採取地点

日
野
川

皆生工区

土砂採取地点

土砂搬入地点

海岸侵食による被害を防止するとともに、利用者が安心して快適に利用できる自然豊かな砂浜を保

全します。

４．期待される整備効果

既設 既設

H27(補正）
離岸堤１基 H26H27

事業推進

よなご かいけ さかいみなと さいのかみちょう
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下意東箇
所

下意東地区

穂日島地区

穂日島町
（覆砂）

斐伊川総合水系環境整備事業

（中海 米子湾エリア）

河-３

事業推進

４．期待される整備効果

斐伊川水系斐伊川の中海は、水質の観測が始まった昭和48年頃から、環境基準を満足していない

状態が続いています。また、赤潮といった富栄養化現象が頻発するとともに、貧酸素水塊の形成、移

動に伴う青潮の発生など、湖の生態環境に大きな影響を与えています。

このため、水質改善、沿岸環境改善を目的として、沿岸域において覆砂を実施し、生物の生息環境を

改善することにより、湖の自然浄化機能を向上させ、水質浄化を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

生物の生息環境が改善され、コアマモやアサリ等の生態系が回復し、自然の浄化機能による水質浄
化の早期効果発現が期待される。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県米子市錦海町地先

島根県安来市穂日島町地先

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

斐伊川中海米子湾エリアにおいて、覆砂A＝７haを実施します。

ひ い か わ

よなご きんかいちょう

事業費1２0百万円(ゼロ国債)

な か う み

島根県

松江市

安来市
米子市

鳥取県

中海

錦海町
（覆砂）

よなごわん

やすぎ ほひじまちょう
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斐伊川一般河川改修事業

（大橋川地区）

事業推進

大橋川は「水の都松江」を象徴する風情ある水辺景観を醸し出す川である反面、沿川は堤防が未整

備であるとともに、上下流の２箇所に狭窄部を抱えるため、戦後最大の浸水被害が発生した昭和４７年

７月豪雨や、平成１８年７月豪雨により、山陰地方の中心都市である県都松江の中心市街地が浸水す

るなど、甚大な被害が発生しました。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組

の一環として、堤防整備等を緊急的に行い、治水安全度の向上を図ります。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県松江市福富町～松江市東茶町地先

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

斐伊川大橋川地区において、築堤護岸Ｌ＝４５０ｍ、樋門１基を実施します。

ひ い か わ

事業費810百万円

事業費831百万円（ゼロ国債）

※斐伊川水系全体

お お は し が わ

河-４

●災害復旧・防災減災事業への対応

４．期待される整備効果

河川整備計画の目標である昭和４７年７月洪水（戦後最大の洪水）が再び発生した場合においても、
家屋の浸水被害の防止が図られます。

H18.7浸水状況：東本町（松江市）
H18.7浸水状況（松江市追子地区）

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

大橋川

まつえ ふくとみちょう ひがしちゃやまち
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江の川下流一般河川改修事業

（八神地区）

河-5

事業推進

４．期待される整備効果

江の川下流八神地区では、流下能力が著しく不足していることから、昭和４７年７月洪水により１１７

戸の家屋浸水被害が発生し、近年においても平成１１年６月に１戸の浸水被害が発生しています。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組

の一環として、堤防整備等を緊急的に行い、治水安全度の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

堤防整備を実施することで、無堤部等における重大な被害を防止し、洪水のはん濫による浸水被害
の防止・軽減が図られます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県江津市松川町八神地先

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

江の川下流八神地区において、堤防整備に先立ち、地盤改良を実施します。

ご う の か わ

や か み

事業費683百万円 ※江の川下流全体

●災害復旧・防災減災事業への対応

地盤改良

ごうつ まつかわちょうやかみ
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吉井川・旭川・高梁川一般河川改修事業

（高潮対策）

事業推進

４．期待される整備効果

吉井川・旭川・高梁川の河口部である岡山平野は干拓により形成されたゼロメートル地帯であり、高潮

等によるはん濫が発生するおそれがあります。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組の

一環として高潮対策を緊急的に行い、治水安全度の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

高潮堤防を整備することで、既往最大の高潮が再び発生した場合においても、浸水被害が解消され
ます。

岡山県岡山市東区九蟠地先

岡山県岡山市中区江崎地先

岡山県倉敷市玉島乙島、連島町鶴新田地先

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

吉井川・旭川・高梁川の下流部において、

高潮対策Ｌ＝６７０ｍを実施します。

よ し い が わ

吉井川旭川高梁川

あさひがわ たかはしがわ

事業費1,065百万円
河-６

２．事業箇所

１．事業の必要生及び概要

事業費1,270百万円（ｾﾞﾛ国債）

※吉井川・旭川・高梁川水系全体

●災害復旧・防災減災事業への対応

高潮対策 L=240m

高潮対策 L=100m

高潮対策 L=180m

高潮対策 L=150m

おかやま ひがし くばん

おかやま なか えざき

くらしき たましまおとしま つらじまちょうつるしんでん
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芦田川一般河川改修事業

（新市地区）

事業推進

４．期待される整備効果

芦田川新市地区は堤防詳細点検の結果、堤防の浸透に対する安全性が不足しています。当該地区

には人口・資産が集中しており、一度はん濫した場合には甚大な被害が発生するおそれがあります。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組

の一環として、堤防の浸透対策を緊急的に行い、治水安全度の向上を図ります。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

堤防の浸透対策を実施することで、堤防決壊等の重大な災害を防止し、洪水のはん濫による浸水被
害の防止・軽減が図られます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県福山市新市町地先

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

芦田川新市地区において、浸透対策Ｌ＝２２０ｍを実施します。

あ し だ が わ

事業費189百万円 ※芦田川水系全体

し ん い ち

河-７

●災害復旧・防災減災事業への対応

芦
田
川

浸透対策Ｌ＝220m

標準断面図

ふくやま しんいちちょう

－ 21 －



広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひろしま

府
中
大
川

太

田

川

天

満

川

旧

田

川

太
川

元

安

広島湾

広島市

注）河川・海岸補助は、社会資本整備総合交付金へ移行

凡例：

河川直轄整備区間

河川補助計画区間

海岸直轄整備区間

海岸補助計画区間

広島市街地の高潮対策事業

事業推進

河-８
港-８

事業費
河川直轄 ３３０百万円
※太田川水系全体

港湾直轄 ３７５百万円（ゼロ国債）

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県広島市、

安芸郡海田町

【広島県】

「ゼロメートル地帯」の広島デルタに発達した広島市街地は、高潮による浸水被害を受けやすく、また、

大規模な地震による液状化現象が発生した場合には、堤防等が沈下・崩壊する可能性があり、満潮時

には河川水や海水が市街地へ流入し、甚大な浸水被害が発生する恐れがあります。

このため、広島市街地を高潮被害から防御することを目的として、高潮対策事業を実施しています。

なお、早期に事業を完成させるため、市・県・国の河川事業と海岸事業が連携して高潮対策事業を

推進しています。

●災害復旧・防災減災事業への対応

ひろしま

あ き かいたちょう
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広島市街地は、平成16年の台風等、過去数次に渡り高潮被害を受けています。また、今後発生が危惧

される東南海・南海地震への対策も進める必要があり、さらに平成23年3月に発生した東日本大震災を契

機に、海岸事業の重要性がより一層高まっているところです。

このため、中央西地区（江波、吉島）中央東地区（矢野、船越）において、高潮、津波に対応するため、護

岸の嵩上げ、耐震改良を実施します。

河川事業区間について

■河川・港湾海岸が一体的に高潮対策を実施することで、広島市街地に甚大な浸水被害をもた
らした、平成16年高潮が再び発生した場合にも浸水被害の防止・軽減を図ることができます。

■広島市街地の海岸護岸の嵩上げ、耐震改良、液状化対策を実施することにより、背後の市街地
の浸水被害を防止・軽減し、市民の皆様の生命、財産を守ります。

海岸事業区間について

え ば よしじま やの ふなこし

４．期待される整備効果

H3.9 高潮被害

 H16.9天満川観音地区での水防活動

広島市街地では、近年度々（H3、H11、H16（観測史上最高潮位を観測 TP+2.96m））高潮による浸水

被害が発生しており、浸水被害が発生した区間を「再度災害防止区間」に位置づけ重点的に整備を進

め、平成24年度には当該区間においては、再度災害防止の目標堤防高（T.P.+3.40m）を整備済みです。

天満川の観音地区において、高潮堤防の整備を実施します。
て ん ま が わ かんおん

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

高潮対策 L=150m

天満川

観船橋

新観音橋

緑大橋

船越

事業箇所

矢野

中央東地区

事業箇所

中央西地区

観音

江波

吉島

平成24年2月
整備完了
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広島西部山系直轄特定緊急砂防事業 河-９
ひろしま せいぶ さんけい

事業費700百万円（ゼロ国債）

平成２６年８月豪雨災害においては、広島市安佐南区から安佐北区を中心に、土砂災害による甚大

な被害が発生しました。この災害により被害を受けた地域の渓流は荒廃が進んでおり、今後の降雨

による土砂災害の危険性が高くなっているため、早急な対策が必要です。

土砂災害による被害の発生を防止し、土石流から人命や資産等を保全するため砂防堰堤等の整備

を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

広島県広島市安佐南区緑井、八木地先

４．期待される整備効果

事業推進

緑井・八木地区において砂防堰堤等の整備を実施します。

あさみなみ あさきた

やぎみどりい

航空写真は国土地理院提供

平成２６年８月豪雨により甚大な被害を受けた渓流において、集中的に砂防堰堤等の整備をおこな

うことにより、再度災害の発生を防止し、土石流から人命や資産等を保全します。

緑井・八木地区

ひろしま あさみなみ みどりい や ぎ

－ 24 －



佐波川一般河川改修事業

（堀地区）

河-１０

新規着手

佐波川堀地区は、堤防詳細点検の結果、堤防の浸透に対する安全性が不足しています。当該地区

には人口・資産が集中しており、一度はん濫した場合には甚大な被害が発生するおそれがあります。

このため、平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組

の一環として、堤防の浸透対策を緊急的に行い、治水安全度の向上を図ります。

堤防の浸透対策を実施することで、堤防決壊等の重大な災害を防止し、洪水のはん濫による浸水被
害の防止・軽減が図られます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県山口市徳地堀地先

さ ば が わ

ほ り

佐波川堀地区において、浸透対策Ｌ＝８００ｍを実施します。

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

事業費162百万円

事業費100百万円（ゼロ国債）

※佐波川水系全体

●災害復旧・防災減災事業への対応

中央消防署
徳地出張所

山口市徳地
総合支所

佐波高校

徳地中学校

中央小学校

浸水想定区域

浸透対策 L=800m

佐波川

島地川

ドレーン工

対策イメージ

やまぐち とくぢほり
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危機管理型ハード対策 河-１１

新規着手

平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組の一環と

して、はん濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランス等の観点から堤防整備に至らない
区間について、決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう、堤防構造を工夫する対策を実施します。

堤防の越水等が発生した場合でも、決壊までの時間を引き延ばすことができ、はん濫が発生した場合
の被害軽減が図られます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

中国地方整備局管内

中国地方整備局管内において、堤防天端の保護（約１０km）、堤防裏法尻の補強（約２km）を実施

します。

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

４．期待される整備効果

●災害復旧・防災減災事業への対応

堤防天端をｱｽﾌｧﾙﾄ等で保護し、堤防への雨水の

浸透を抑制するとともに、越水した場合には法肩

部の崩壊の進行を遅らせることにより、決壊まで

の時間を少しでも延ばす

堤防天端の保護 堤防裏法尻の補強

裏法尻をブロック等で補強し、越水した場合に

は深掘れの進行を遅らせることにより、決壊まで

の時間を少しでも延ばす

堤防裏法尻をブロック等で補強

アスファルト等 ※ 具体的な工法については検討中

堤防裏法尻の補強イメージ

堤防天端をアスファルト等で保護
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河川維持修繕事業 事業費 459百万円（中国地方整備局管内）

事業費 1,450百万円（ゼロ国債） 河-１２

４．期待される整備効果

平成２７月９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組の一環

として、水害リスクの高い区間において住民目線のソフト対策を実施します。

また、老朽化の進行や出水等により、機能が低下した河川管理施設（樋門、護岸等）の補修を実

施します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

中国地方整備局管内

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

老朽化が進行し、機能低下した樋門、護岸

等において、緊急的に補修を行うことで機能

の回復および延命化を図ります。

補修においては、劣化状態を適切に診断す

ることで効率的な補修等を行い、ライフサイク

ルコストの低減に努めます。

●災害復旧・防災減災事業への対応

住民が自らリスクを察知し自主的な避難行動のきっかけとなる情報が提供できます。
また、河川管理施設の補修を適切に行うことにより、施設の信頼性を確保するとともに、延命化等
によるトータルコストの縮減が図れます。

洪水に対しリスクが高い区間において水位

計やカメラを設置します。

ソフト対策 河川管理施設の補修

洪水の状況を確認するカメラ
高潮により損傷した護岸

防災・老朽化対策
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老朽化対策

補正予算（ゼロ国債）の充当により、定期点検等の結果、速やかに修繕が必要と判断された、

青谷大橋等の修繕を実施することで、安全・安心で信頼性の高い道路ネットワークの確保を図

ります。

１．事業の必要性及び概要

２．代表事業箇所

（鳥取県鳥取市青谷町青谷）

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

当該橋梁は１９６４年に完成し、５０年以上、国道９号の交通を支えてきました。また、海に近く潮

風の影響を受け、鋼材のさびによる部材の断面欠損が発生しています。このまま放置すると一般

の交通に影響が及ぶおそれがあるため、補正予算により、緊急的に塗装の塗り替えや橋の部材の

補修を行い、橋梁の長寿命化を図ります。

かせん

鳥取９号 老朽化対策 事業費４３０百万円（ゼロ国債） 道-１

全景 損傷状況写真

とっとり とっとり あお や ちょう あお や

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

橋の老朽化

あお や

至 米子市

４．期待される整備効果

老朽化が進む橋梁等の道路構造物の補修を行うことで、地震等の災害発生時における被害の回

避又は軽減を図ります。

至 福知山市

一般国道９号 青谷大橋
あお や

－ 28 －



■代替路の確保

・並行する国道９号では、交通事故や積雪時のスタック等により全面通行止めが頻発しています。

（Ｈ１７年度以降全面通行止 ⇒ 延べ１９回、累計２４時間、１回あたり約１．３時間））

・鳥取西道路の整備により、災害時等における代替路が確保され信頼性の高いネットワークが形成され

ます。

事業推進

山陰道鳥取西道路は、災害時の代替路の確保、鳥取市内の交通混雑緩和を目的とした、鳥取市

本高から同市青谷町青谷に至る延長１９．３ｋｍの自動車専用道路です。

このうち、吉岡温泉ＩＣ（仮称）～青谷ＩＣ間は平成２９年度の開通を目指し、事業を推進しています。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

鳥取県鳥取市本高～鳥取市青谷町青谷

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

鳥取西ＩＣ～青谷ＩＣ間の改良工事、橋梁工事を推進し、着実な

事業進捗を図ります。

かせん

山陰道 鳥取西道路 道-２
と っ と りにし

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

至 京都

NNとっとりにし

鳥取西IC

鳥
取
道

とっとり

とっとりにしよしおかおんせん

み ず ほ
は ま む ら し か の お ん せ ん

あ お や

鳥取県

至 米子

至 姫路至 岡山

湖山池

溝川交差点

白兎交差点

下坂本交差点

古海交差点

写真②

※用地取得が速やかに完了し、鳥取県による埋蔵文化財調査が平成27年度迄に完了する場合

平成２９年度
開通予定※
平成２９年度
開通予定※

写真① 松原地区
（道路の高さまで山を切っています。）

青谷・羽合道路

事業費６６０百万円
事業費９８０百万円（ゼロ国債）

とっとり にし とっとり とっとり

もとだか あおや ちょう あおや

よしおか おんせん あおや

とっとり とっとり もとだか とっとり あおや ちょう あおや

とっとり にし あおや

●災害復旧・防災減災事業への対応

写真② 下坂本地区
（橋を造っています。）

国道9号 冬季障害状況(気高町日光坂)

スタックにより、大型車が立ち往生
(H23.1.26）

４．期待される整備効果

至京都

至米子

至米子

至京都

とっとり にし

平成２５年１２月開通
延長１．８ｋｍ

平成２５年１２月開通
延長１．８ｋｍ

洪水浸水想定区域（イメージ）
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広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

事業推進

４．期待される整備効果

北条湯原道路は、鳥取県倉吉市を中心とする鳥取県中部地方生活圏と岡山県真庭地方生活圏を相

互に連絡し、高規格幹線道路である山陰自動車道や中国横断自動車道岡山米子線と一体となって広

域的な道路ネットワークを形成する延長約５０ｋｍの地域高規格道路です。

「倉吉道路」、「倉吉関金道路」は、北条湯原道路の一部を構成し、一般国道３１３号の線形不良区間

の迂回及び倉吉市内の渋滞解消を目的とした延長４．１ｋｍ及び７．０ｋｍの道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

倉吉道路：

鳥取県倉吉市小鴨～和田

かせん

●災害復旧・防災減災事業への対応

一般国道３１３号 倉吉道路 （鳥取県）

一般国道３１３号 倉吉関金道路（鳥取県）

くらよし

ほうじょう ゆ ばら

おかやま よな ご

とっとり くら よし

■ 代替路の確保

並行する国道３１３号は、小鴨川の洪水浸水想定

区域に位置しています。倉吉道路、倉吉関金道路の

整備により、浸水想定区域を回避することが可能となり、

災害等における代替路が確保され、信頼性の高いネット
ワークが形成されます。

■ 地域振興の活性化

隣接する工業団地へのアクセス

が強化され、物流改善や企業進

出などの地域振興に寄与します。

■ 沿線地域の観光を支援

広域的なネットワークを形成することにより、鳥取県

中部圏域の観光地の連携を強化させ、周遊観光客の

増加を支援します。

くらよしせきがね

事業費１４０百万円

事業費７４０百万円

とっとり おかやま ま にわ

くら よし くらよし せきがね ほうじょう ゆ ばら

くらよし

くら よし

とっとり くら よし わ だお がも

倉吉関金道路 ：

鳥取県倉吉市関金町関金宿

～倉吉市小鴨

とっとり くらよし せきがね ちょう せき がね しゅく

くらよし おがも

３．平成２７年度 （補正）予定事業内容

倉吉道路は改良工事、倉吉関金道路は橋梁

下部工事、改良工事等を推進し、着実な事業進捗

を図ります。

くら よ し くらよし せきがね

西倉吉工業団地

状況写真（倉吉関金道路）

くらよし せきがね

おがも

くら よし くらよし せきがね

とっとり

至倉吉

至岡山

至倉吉

至岡山

倉吉西IC

道-３

洪水浸水想定区域（イメージ）

至 岡山県真庭市

平
成
9
年
10
月
22
日
開
通

犬
挟
峠
道
路

倉吉市役所関金支所

倉吉市関金町
くらよし せきがねちょう

くらよし せきがねちょう

倉吉市関金町

関金宿
せきがねしゅく

延
長

延
長

延
長
4.0
km

3.0
km

7.0
km

倉
吉
関
金
道
路

（仮称）
福山IC

（仮称）
小鴨ハーフIC

くらよし おがも

小鴨橋

至 北栄町

（一）倉吉環状線

西倉吉工業団地

平成25年6月8日
開通

倉吉市福光
くらよし ふくみつ

延
長

延
長

延
長
4.1
km

0.8
km

3.1
km

倉
吉
道
路

北
条
倉
吉
道
路

平
成
19
年
3
月
10
日
暫
定
開
通

倉吉市和田
くらよし わだ

倉吉市小鴨

倉吉IC

倉吉西IC
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防災・震災対策

台風・豪雨発生時等に落石のおそれのある雲南市掛合町入間地区等において、緊急的に落

石防護網の設置を行います。

１．事業の必要性及び概要

２．代表事業箇所

（島根県雲南市掛合町入間）

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

かせん

島根５４号 防災・震災対策 事業費１７０百万円 道-４

岩塊露出状況

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

●災害復旧・防災減災事業への対応

うんなん かけ や ちょう いる ま

４．期待される整備効果

落石のおそれがある箇所の対策を行うことで、台風・豪雨等の災害発生時における被害の回避

又は軽減を図ります。

しまね うんなん かけ や ちょう いる ま

一般国道５４号 入間地区
いる ま

岩塊露出状況

落下のおそれのある岩塊

一般国道５４号は、広島県広島市を起点とし島根県松江市に至る全長約１７７ｋｍの主要幹線道

路であり、第一次緊急輸送道路に指定されています。防災対策を実施することで、台風発生時等に

おける被害を軽減し、安全・安心で信頼性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

ひろしま ひろしま しまね まつえ
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事業推進

４．期待される整備効果

山陰道 多伎・朝山道路（延長９．０ｋｍ）は、島根県の東西の連絡性の強化、災害時の代替

路の確保、現道急カーブや急勾配の解消等を目的とした山陰道の一部を構成する道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県出雲市多伎町久村～大田市朝山町朝倉

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

次年度発注予定であった改良工事を前倒しすることで

発注の平準化を行い、効率的な事業進捗を図ります。

かせん

山陰道 多伎・朝山道路 事業費４００百万円（ゼロ国債） 道-５
たき あさやま

た き あさやま

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

しまね いずも た き ちょう く むら おおだ あさやま ちょう あさくら

写真②仁摩・石見銀山
ＩＣ

写真①

平成２９年度
開通予定※２

平成２９年度
開通予定※２

平成３０年度
開通予定※１

平成３０年度
開通予定※１

延長4.5km 延長4.4km延長9.0km延長6.3km延長5.0km延長7.9km

※１ 用地取得及び猛禽類の保全対策等が速やかに完了する場合
※２ 用地取得及び関係機関との協議等が速やかに完了する場合

写真③

Ｈ２７年度補正予算（ゼロ国債）
投入事業

■代替路の確保

・並行する国道９号では交通事故や災害による全面通行

止めが年間平均約１０回発生しており、通行止めに伴い

大幅な迂回が発生しています。

（迂回路使用時の所要時間は平常時の約２．０倍）

山陰道の整備により、災害時等における代替路が確保

され、信頼性の高いネットワークが形成されます。

写真① 朝山地区
（道路の高さまで山を切っています。）

写真② 口田儀第３高架橋 施工状況
（橋を造っています。）

写真③ 小田第１高架橋 施工状況
（橋を造っています。）

至 出雲市

至 大田市

至 出雲市

至 大田市

至 出雲市

至 大田市
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事業推進

山陰道 三隅・益田道路は浜田～益田間における災害時の代替路の確保及び広域的な交流

連携を目的とした、延長１５．２ｋｍの自動車専用道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

島根県浜田市三隅町～益田市遠田町

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

改良工事を推進し、着実な事業進捗を図ります。

かせん

●災害復旧・防災減災事業への対応

山陰道 三隅・益田道路 事業費３００百万円 道-６
みすみ ますだ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

みすみ ますだ はまだ ますだ

しまね はまだ み すみちょう ます だ とお だ ちょう

至 松江市

浜田・三隅道路 延長14.5km三隅・益田道路 延長15.2km

平成２８年度
開通予定

原井IC

西村IC

石見三隅IC

岡見IC（仮称）鎌手
IC（仮称）

遠田IC

延長６．４ｋｍ

浜田港IC

４．期待される整備効果

■代替路の確保

・並行する国道９号が災害等により通行止めとなった場合、

周辺に使用可能な迂回路が無く、大きな迂回が生じます。

（迂回路使用時の所要時間は平常時の約２．０倍）

三隅・益田道路の整備により、災害時等における代替路

が確保され、信頼性の高いネットワークが形成されます。

【写真②】遠田地区施工状況

N

三隅・益田道路

L=15.2km

浜田市役所

益田市役所

益田赤十字病院

浜田港

※所要時間はH22センサスの混雑時旅行速度により算出。
※現道は浜田・三隅道路（V=70km/h）開通済み

益
田
市

益
田
市

迂回路 117分（100km）

浜
田
市

浜
田
市

国道９号
60分

（43km）

所要時間が
約2.0倍

浜
田
市
三
隅
町

益
田
市
遠
田
町

は
ま
だ

み
す
み
ち
ょ
う

ま
す
だ

と
お
だ
ち
ょ
う

山陰道（事業中区間）

山陰道（開通済区間）

高速自動車道

迂回時ルート

＜道路凡例＞

交通事故による全面通行止め
発生箇所(H21～H26)

みすみ ますだ

【写真①】遠田IC イメージ図至 益田市
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防災・震災対策

補正予算（ゼロ国債）の充当により、大高高架橋の耐震補強を実施することで、安全・安心で

信頼性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

１．事業の必要性及び概要

２．代表事業箇所

（岡山県倉敷市笹沖～東富井）

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

国道２号は緊急輸送道路に指定されており、大阪府と福岡県を結ぶ重要な路線です。地震発生

時に橋梁の上部構造に段差が生じると緊急車両の通行が困難となり輸送ネットワークが分断され

るため、補正予算により、地震発生時に上部構造を支える支承の損傷を防ぐ装置（水平力分担構

造）を設置します。

かせん

岡山２号 防災・震災対策 事業費１００百万円（ゼロ国債） 道-７

全景 完成イメージ

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

水平力分担構造

おおたか

至 岡山市

４．期待される整備効果

耐震補強を行うことで、救急救命活動や復旧支援活動を支える緊急輸送道路としての機能を確

保し岡山都市圏内のルートが概成します。

至 福山市

おかやま くらしき ささおき ひがしとみ い

一般国道２号 大高高架橋
おおたか

水平力分担構造あり

水平力分担構造なし

下部構造
支承補強

支承

上部構造

下部構造

支承

上部構造

《通常時》

支承補強

下部構造

支承

支承補強

《地震時》

下部構造

支承補強

支承

上部構造

水平力分担構造
が有る場合

水平力分担構造
が無い場合

水平力分担構造

支承が損傷！

支承の損傷を防ぐ！

≪通常時≫ ≪地震時≫

下部構造 下部構造

下部構造 下部構造

－ 34 －



事業推進

４．期待される整備効果

玉島・笠岡道路（Ⅱ期）は慢性的に発生する交通混雑の緩和、交通安全の確保、災害時の

代替路の確保を目的とした延長９．４ｋｍの道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県浅口市金光町佐方～笠岡市西大島新田

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

かせん

一般国道２号 玉島・笠岡道路（Ⅱ期） 事業費４００百万円 道-８
たましま かさおか

●災害復旧・防災減災事業への対応

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

改良工事を推進し、着実な事業進捗を図ります。

【写真①】六条院地区施工状況

（橋を造っています）

【写真②】佐方地区施工状況

（道路の高さまで山を切っています）

おかやま あさくち こんこう ちょう さがた かさおか にしおおしま しんでん

たましま かさおか

■代替路の確保

・並行する国道２号には、津波浸水想定区域があり、津

波発生時の通行止めが想定されます。また、交通事故

も多く発生しており、５年間で５回の通行止めが発生して

います。

玉島・笠岡道路（Ⅱ期）の整備により、災害時等におけ

る代替路が確保され信頼性の高いネットワークが形成さ

れます。

至大阪

至広島

至大阪

至広島

写真①
写真②

玉
島
西

浅
口
金
光

鴨
方
（
仮
称
）

里
庄
（
仮
称
）

笠
岡
東
（仮
称
）

【写真③】里庄町新庄の事故発生状況

写真③

たましま かさおか
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事業推進

当該箇所は、自動車交通量が非常に多く、周辺には岡山大学等の教育施設が立地しているため

自転車利用が多い箇所です。そのため、歩行者自転車関連の事故が多く危険な状況となっていま

す。また、岡山大学方面への車によって円滑な走行が阻害され、追突事故の原因となっています。

このため、路面表示の改善と自転車歩行者道の拡幅を行い、交差点における事故防止を図りま

す。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県岡山市北区学南町

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

次年度発注予定であった交差点改良工事を前倒しする

ことで発注の平準化を行い、効率的な事業進捗を図ります。

かせん

岡山５３号交差点改良等

（岡大入口交差点改良） 事業費８１百万円（ゼロ国債）

道-９
おかだいいりぐち

岡山大学

岡山駅

至：玉野市

至：津山市 岡大入口交差点

地図使用承認（Ｃ）昭文社第５６Ｇ１２０号

おかやま きた く がくなんちょう

＜対策方針＞
・交差点内の右折停止位置を明確化：①

・自転車等の乱横断防止：②③④

・直進車両の円滑な走行の確保：⑤

・車両の交通軌跡の整流化：⑥

・走行すべき車線の明確化：⑦

②歩道の拡幅

③横断歩道の前出し

至 津山市

⑦カラー舗装の設置

④横断防止柵の設置

⑥矢羽マークの設置

⑤左折専用レーンの新設

至 岡山市街

①右折導流路仮停止線の設置

自転車等の乱横断状況

至 岡山大学

至 岡山市街

岡山大学方面への混雑状況

写真①

写真① 写真②

写真②

自動車交通量

41,500台/日(H22センサス）

自転車交通量

5,600台/12h(H22センサス）

至 岡山大学

至 津山市

【位置図】

【平面図】
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至 福山市

至 広島市

老朽化対策

補正予算（ゼロ国債）の充当により、定期点検等の結果、速やかに修繕が必要と判断された、

田万里トンネル等の修繕を実施することで、安全・安心で信頼性の高い道路ネットワークの確

保を図ります。

１．事業の必要性及び概要

２．代表事業箇所

（広島県竹原市田万里町）

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

当該トンネルは１９５８年に完成し、５０年以上、国道２号の交通を支えてきました。しかし、長期に

及ぶ交通の振動や自動車の排気ガス等により、トンネルのコンクリートが劣化し、うき・はく離等の

おそれがあります。このまま放置すると一般の交通に影響が及ぶおそれがあるため、補正予算に

より、緊急的にコンクリートの剥落対策を行い、長寿命化を図ります。

かせん

広島２号 老朽化対策 事業費７３８百万円（ゼロ国債） 道-１０

全景 損傷状況写真

ひろしま たけ はら た ま り ちょう
広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

劣化したコンクリート

４．期待される整備効果

老朽化が進むトンネル等の道路構造物の補修を行うことで、安全・安心で信頼性の高い道路ネッ

トワークの確保を図ります。

一般国道２号 田万里トンネル

た ま り

た ま り
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■代替路の確保

並行する国道２号には、線形不良箇所が多数存在し、交通事故が多

く発生している。また、アンダーパス部では路面冠水による通行不良が

平成２６年９月にも発生しています。

安芸バイパス・東広島バイパスにより、災害時等における代替路が確

保され信頼性の高いネットワークが形成されます。

事業推進

４．期待される整備効果

安芸バイパス・東広島バイパスは東広島市と広島市内の地域間連携強化、交通渋滞の緩和、

交通安全の確保、災害時の代替路の確保を目的とした延長１７．３ｋｍの自動車専用道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県東広島市八本松町～安芸郡海田町南堀川町

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

かせん

一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

●災害復旧・防災減災事業への対応

改良工事、橋梁工事を推進し、着実な事業進捗を図ります。

ひろしま ひがしひろしま はちほんまつ ちょう あ き かいた ちょう みなみ ほりかわ まち

あ き

ひがしひろしま

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひがしひろしま ひがしひろしま ひろしま

事業費８０５百万円
事業費２５０百万円（ゼロ国債）

小宇羅地交差点

大正交差点

東部流通団地北口交差点

日の出町交差点

H26.3開通 延長 4.4km

たいしょう

とうぶりゅうつうだんちきたぐち

こ う ら じ

東広島バイパス 延長 9.6km
ひ が し ひ ろ し ま

か い た に し

海田西ICひのでまち

H18.3開通 延長 2.7km 

海田ランプ
H10.9開通
延長 0.6km

広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町

あ

き

か
い

た
ち
ょ
う
み
な
み
ほ
り
か
わ
ま
ち

安
芸
郡
海
田
町
南
堀
川
町

安芸バイパス 延長 7.7km
あ き

か い た ひがし

海田東IC

なかの

中野IC

なかのひがし

中野東IC

せ の にし

瀬野西IC
せ のひがし

瀬野東IC
（仮称）

かみせ の

上瀬野IC
（仮称）

はちほんまつ

八本松IC

：主要渋滞箇所

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

は
ち
ほ
ん
ま
つ
ち
ょ
う

東
広
島
市
八
本
松
町

（市）瀬野線

至

東
広
島
市
中
心
部

志和インター入口交差点
し わ

溝迫交差点
みぞさこ

上瀬野一丁目交差点
か み せ の

ひ
ろ
し
ま

あ

き

か
み

せ

の

ち
ょ
う

至 広島市
中心部

道-１１

↑福山市

↓広島市

写真①大山高架橋施工状況
(橋を造っています)

写真④海田高架橋施工状況
(橋を造っています)

写真②神原高架橋施工状況
(橋を造っています)

写真③瀬野高架橋施工状況
(橋を造っています)

↑福山市

↓広島市

↑福山市

↓広島市

↑福山市

↓広島市

：平面曲線半径R＝150m以下
の線形不良区間(主な箇所)

：縦断勾配i=5%以上の区間

：冠水箇所

冠水時

あ き ひがし ひろしま
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（仮）正力ＩＣ～（仮）吉田ＩＣ
延長3.2㎞

（仮）向原ＩＣ～（仮）正力ＩＣ
延長1.3㎞

事業推進

４．期待される整備効果

東広島高田道路は、県中央部地域と広島空港を連絡するフライト軸として、広島県東広島市（山陽自

動車道）と広島県安芸高田市（中国縦貫自動車道）を連絡する約４０ｋｍの地域高規格道路です。

主要地方道吉田豊栄線（向原吉田道路）は、東広島高田道路の一部を構成し、現道の線形不良や

冬期凍結による交通障害の解消を図ることを目的とした延長４．５ｋｍの道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県安芸高田市向原町戸島～吉田町常友

３．平成２７年度 （補正）予定事業内容

改良工事等を推進し、着実な事業進

捗を図ります。

かせん

●災害復旧・防災減災事業への対応

主要地方道 吉田豊栄線 （広島県）
事業費３５０百万円

よしだ とよさか

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひがしひろ しま たか た

あ き たか た

ひろしま ひがしひろしま

ひろしま

よしだ とよ さか むかいはら よし だ ひがし ひろ しま たか た

ひろしま あ き たか た むかいはらちょう と しま よし だ ちょう つねとも

■主要交通拠点への時間短縮

広島県中央地域に位置する安芸高田市

から広島空港へのアクセスが、２９分短縮

（７８分⇒４９分）されます。

現道の線形不良箇所 冬期凍結による交通障害

■ 代替路の確保

線形不良箇所や冬期凍結による交通障害をバイパスにより回避

することで、緊急時・災害時の安定した物資輸送等に寄与します。

また、現道の主要地方道吉田豊栄線は、江の川の洪水浸水想定

区域に位置しています。向原吉田道路の整備により浸水想定区域を

回避することが可能となり、災害等における代替路が確保され、信頼性
の高いネットワークが形成されます。

よし だ とよさか

むかいはら よし だ

あ き たか た

道-１２

状況写真（江の川大橋（仮称））

至安芸高田市
（中国縦貫自動車道）

至東広島市
（山陽自動車道）

洪水浸水想定区域（イメージ）

安
芸
高
田
市

吉
田
町
常
友

あ
き

た
か
た

よ
し
だ
ち
ょ
う
つ
ね
と
も

む
か
い
は
ら
ち
ょ
う
と
し
ま

安
芸
高
田
市

向
原
町
戸
島

あ
き

た
か
た

安
芸
高
田
市

向
原
町
戸
島

あ
き

た
か
た

む
か
い
は
ら
ち
ょ
う
と
し
ま

安芸高田市

広島空港

広島空港へのアクセス向上
東広島高田道路全線完成
７８分⇒４９分（２９分短縮）

広島市

瑞穂ＩＣ

大朝ＩＣ

庄原ＩＣ

三次ＩＣ

高田ＩＣ

千代田ＩＣ

広島北ＩＣ

五日市ＩＣ

広島ＩＣ 広島東ＩＣ
志和ＩＣ

西条ＩＣ

河内ＩＣ

本郷ＩＣ

三原久井ＩＣ

尾道ＩＣ
広島西風
新都ＩＣ
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防災・震災対策

台風・豪雨発生時等に擁壁倒壊のおそれのある下関市豊浦町宇賀地区等において、緊急的

に消波ブロックの設置を行います。

１．事業の必要性及び概要

２．代表事業箇所

（山口県下関市豊浦町宇賀）

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

かせん

山口１９１号 防災・震災対策 事業費４７０百万円 道-１３

損傷状況

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

波浪による被害
（浸食による亀裂拡大）

●災害復旧・防災減災事業への対応

とよ うら ちょう う か

４．期待される整備効果

波浪により擁壁倒壊のおそれがある箇所の対策を行うことで、台風・豪雨等の災害発生時におけ

る被害の回避又は軽減を図ります。

波浪状況

しものせき

やまぐち しものせき とよ うらちょう う か

一般国道１９１号 宇賀地区
う か

やまぐち

一般国道１９１号は、山口県下関市から島根県を経由して広島県広島市に至る全長約２７８ｋｍの

主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道路に指定されています。防災対策を実施することで、台

風発生時等における被害を軽減し、安全・安心で信頼性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

しものせき ひろしま ひろしましまね
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事業推進

４．期待される整備効果

岩国・大竹道路は大竹市から岩国市内の交通混雑の緩和、交通安全の確保、災害時の

代替路の確保を目的とした延長９．８ｋｍの道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

広島県大竹市小方一丁目～山口県岩国市山手町

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

かせん

一般国道２号 岩国・大竹道路 事業費３１０百万円 道-１４
いわくに おおたけ

●災害復旧・防災減災事業への対応

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ひろしま おおたけ おがた やまぐち いわくに やま て まち

いわくに おおたけ

■代替路の確保

・並行する国道２号には、津波浸水想定区域があり、津

波発生時の通行止めが想定されます。

岩国・大竹道路の整備により津波浸水想定区域を回

避する、代替路が確保され信頼性の高いネットワーク

が形成されます。

国道2号の浸水が想定
（浸水深0.01m～3m）

災害時における代替路が確保
信頼性の高いネットワークが形成

国道188号の浸水が想定
（浸水深1m～2m）

改良工事を推進し、着実な事業進捗を図ります。

写真① 大竹西IC（仮称）付近

至山口県

山
口
県
岩
国
市
山
手
町

や
ま
ぐ
ち

い
わ
く
に

や
ま

て

ま
ち

広
島
県
大
竹
市
小
方
一
丁
目

ひ
ろ
し
ま

お
お
た
け

お

が
た

津波浸水想定区域
（イメージ）

至広島市

大竹西IC
（仮称）

至山口県

いわくに おおたけ
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たい ねい じ

大寧寺峠

【凡 例】

通行止履歴(H15～H24)

防災点検による要防災箇所（H23）

線形不良区間（R<150m）

補助国道
主要地方道
一般県道

直轄国道
事業区間

時間雨量40mm/hまたは
連続雨量200mm
で通行止

時間雨量40mm/hまたは
連続雨量250mm
で通行止

時間雨量40mm/hまたは
連続雨量150mm
で通行止

時間雨量40mm/hまたは
連続雨量200mm
で通行止

事業推進

４．期待される整備効果

山陰道長門・俵山道路は、一般国道４９１号や主要地方道 下関長門線の要防災対策箇所、

事前通行規制区間の解消、俵山地区の災害時の孤立解消を目的とした、延長５．５ｋｍの自動

車専用道路です。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

山口県長門市俵山小原～長門市深川湯本

３．平成２７年度（補正）予定事業内容

かせん

山陰道 長門・俵山道路 事業費２００百万円（ゼロ国債） 道-１５
な が と

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

【写真①】事業進捗状況

（長門市街地方面を望む）

【写真②】赤ノ谷地区施工状況

（赤ノ谷橋を造っています）

やまぐち ながと たわらやまこばら ながと ふかわゆもと

ながと たわらやま

たわらやま

しものせきながと

たわらやま

次年度発注予定であった、改良工事を前倒しすることで

発注の平準化を行い、効率的な事業進捗を図ります。

■災害時等の代替路線の確保

平成21年7月の中国・九州北部豪雨では下関長門線大

寧寺峠で大規模な道路崩落が発生し交通が途絶しました。

長門・俵山道路の整備により、災害時等における代替

路が確保され、信頼性の高いネットワークが形成されます。

H21年7月中国・九州北部豪雨による
大寧寺峠の被災状況

全面通行止：平成21年7月21日9：00
～平成21年9月28日13：00

片側通行規制：平成21年9月28日13：00
～平成21年11月30日17：00

約2ヶ月間

道路の崩落が発生

約2ヶ月間

たい

ねいじ

ながと たわらやま

長門・俵山道路

延長5.5㎞ 長
門
市
俵
山
小
原

な
が
と

た
わ
ら
や
ま

こ

ば
ら

長
門
市
深
川
湯
本

な
が
と

ふ

か
わ

ゆ
も
と

至長門市

至下関市

至長門市

至下関市

時間雨量40mm/hまたは
連続雨量150mm
で通行止

平成３１年度
開通予定

平成３１年度
開通予定
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( 12m)

( 12m)

( 12m)
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6 GT

30 40
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12m
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12m
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